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六連島

彦島
本
誌
編
集
部

架
橋
離
島
と
小
規
模
離
島
の
い
ま
③

山
口
県
下
関
市
の
島
（々
蓋
井
島
篇
）

調
報
査
告

本
州
最
西
端
の
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
る

山
口
県
下
関
市
に
は
、
離
島
振
興
法
指
定
離

島
で
あ
る
六む

連つ
れ

島じ
ま

（
七
二
人
、令
和
二
年
国
勢
調

査
）
と
蓋ふ

た

井お
い

島じ
ま

（
八
四
人
）、
対
本
土
架
橋
に

よ
っ
て
法
指
定
を
解
除
さ
れ
た
角つ

の

島し
ま（

六
五
〇

人
）
の
有
人
三
島
が
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の

島
々
の
現
況
に
つ
い
て
、
前
号
か
ら
引
き
続

き
紹
介
す
る
。

下
関
市
西
部
の
響
灘
に
位
置
す
る
蓋
井
島

へ
は
、
山
陰
本
線
の
吉
見
駅
よ
り
徒
歩
数
分

の
吉
見
港
か
ら
市
営
の
連
絡
船
で
所
要
時
間

四
〇
分
。四
月
か
ら
九
月
は
一
日
三
往
復
、一

〇
月
か
ら
三
月
は
二
往
復
で
就
航
し
て
い
る
。

本
号
で
は
産
業
や
教
育
を
中
心
に
蓋
井
島
の

現
在
を
報
告
す
る
（
現
状
は
令
和
五
年
七
月
の
調

査
時
）。

�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
況
な
ど
の
情
報
共
有

一
六
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
令
和
二
年
四

月
か
ら
山
口
県
漁
協
蓋
井
島
支
店
長
を
務
め

る
松
本
武
範
さ
ん
（
四
二
歳
）
に
よ
る
と
、島

の
年
間
水
揚
量
は
七
三
〇
〇
か
ら
七
四
〇
〇

万
円
ほ
ど
で
、
冬
は
サ
ワ
ラ
、
三
月
か
ら
六

月
は
建
網
で
サ
ザ
エ
や
底
物
（
オ
コ
ゼ
や
ヒ
ラ

メ
）、夏
季
は
素
潜
り
で
ア

ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ウ
ニ
が

獲
れ
る
と
い
う
。

「
磯
焼
け
対
策
と
し
て
、

近
年
は
実
入
り
の
悪
い
ム

ラ
サ
キ
ウ
ニ
や
ガ
ン
ガ
ゼ

を
駆
除
し
て
い
る
。
ホ
ン

ダ
ワ
ラ
は
多
く
生
え
て
い

る
」蓋

井
島
の
実
人
口
七
四

人
の
う
ち
、漁
協
の
正
組
合
員
は
二
三
人
、準

組
合
員
は
一
三
人
と
、
漁
業
従
事
者
の
割
合

が
高
い
。

漁
協
の
自
営
事
業
で
あ
る
定
置
網
漁
で
は

ア
ジ
、
サ
バ
、
カ
ツ
オ
、
コ
シ
ナ
ガ
マ
グ
ロ

が
獲
れ
、
午
前
二
時
半
頃
に
揚
げ
ら
れ
る
。

出
荷
業
務
で
雇
用
し
て
い
る
固
定
の
一
名

と
、
当
番
で
担
当
す
る
も
う
一
名
の
二
人
で
、



No.276季刊しま
115

漁
協
が
所
有
す
る
鮮
魚
運
搬
船
に
個
人
出
荷

分
も
ま
と
め
て
五
〇
分
か
け
て
北
九
州
の
小

倉
市
場
へ
搬
送
、
五
時
の
競
り
に
間
に
合
わ

せ
る
。
小
倉
市
場
で
捌
き
き
れ
な
か
っ
た
分

は
下
関
市
場
に
卸
す
な
ど
し
て
い
る
。
定
置

網
漁
で
の
出
荷
額
は
二
五
〇
〇
か
ら
二
六
〇

〇
万
円
ほ
ど
。

令
和
四
年
か
ら
は
東
京
海
洋
大
学
の
学
生

が
来
島
し
、
コ
シ
ナ
ガ
マ
グ
ロ
の
種
苗
生
産

に
つ
い
て
研
究
、
将
来
的
に
は
コ
シ
ナ
ガ
マ

グ
ロ
に
希
少
な
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
産
ま
せ
る
こ

と
を
目
指
す
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
、
蓋
井
島
の
対
岸
に
あ
る
水
産
大

学
校
も
藻
場
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
養
殖
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

山
口
県
漁
協
蓋
井
島
支
店
の
運
営
委
員
長

を
務
め
る
西 

昭
男
蓋
井
島
自
治
会
長
（
六
五

歳
）
に
よ
る
と
、
漁
業
の
後
継
者
不
足
が
深

刻
だ
と
い
う
。
島
で
一
番
の
若
手
は
三
三
歳

の
Ｕ
タ
ー
ン
漁
師
で
、
他
の
若
者
は
本
土
側

に
就
職
し
て
い
る
。
前
述
の
定
置
網
漁
の
乗

組
員
も
、
二
、
三
年
前
ま
で
は
一
〇
人
以
上

い
た
が
、令
和
五
年
は
四
人
に
ま
で
減
少
。引

き
揚
げ
に
は
七
人
必
要
で
あ
る
た
め
、
六
五

歳
以
上
の
人
た
ち
に
も
頼
ん
で
い
る
。
本
土

か
ら
乗
組
員
を
募
集
し
た
い
が
、
固
定
給
を

出
せ
る
確
証
が
な
い
。

「
漁
協
所
有
の
燃
料
タ
ン
ク
は
令
和
四
年
ま

で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
更
新
に
は
一
〇
〇
〇

万
円
ほ
ど
必
要
。
漁
船
も
二
〇
隻
ほ
ど
に
減

っ
た
」

海
産
物
を
よ
り
高
い
値
段
で
取
引
す
る
た

め
の
工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。
島
の
全
世
帯
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
い
、
自
治
会
や
漁

協
を
は
じ
め
、
潜
水
漁
業
者
だ
け
で
構
成
さ

れ
る
磯
組
合
と
い
っ
た
単
位
で
、
そ
れ
ぞ
れ

水揚げされたサザエを計量記録する松本武範さん（右）。

スマートフォンでLINEを確認する西 昭男さん。
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
る
。
草
刈

り
や
巡
回
診
療
と
い
っ
た
日
常
的
な
連
絡
事

項
か
ら
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
の
出
漁
や
出
荷
、

市
場
別
の
市
況
（
キ
ロ
単
価
）
な
ど
が
松
本
支

店
長
を
中
心
に
情
報
発
信
さ
れ
、
個
人
で
出

荷
先
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に

黒
ア
ワ
ビ
は
下
関
の
唐か

ら

戸と

市
場
で
高
価
で
取

引
さ
れ
、
五
〇
〇
グ
ラ
ム
以
上
の
物
で
あ
れ

ば
一
キ
ロ
当
た
り
二
万
六
〇
〇
〇
円
以
上
の

値
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
サ
ワ
ラ
を
個
人
の
希
望
で
競
り
の
あ
る
火

曜
と
金
曜
に
唐
戸
市
場
で
卸
す
な
ど
、
柔
軟

に
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
サ
ワ
ラ
は
一
〇
月
か

ら
三
月
頃
に
一
本
釣
り
で
獲
る
が
、
こ
こ
二
、

三
年
で
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
る
」

定
置
網
漁
の
副
船
長
を
務
め
る
向む

か
い

橋ば
し

豊
和

さ
ん
（
四
九
歳
）
に
よ
る
と
、
七
月
か
ら
九
月

末
ま
で
の
間
は
土
曜
を
除
く
九
時
か
ら
一
五

時
ま
で
、
保
護
区
を
除
く
島
の
周
囲
で
潜
り

漁
が
営
ま
れ
る
。
ま
た
、
下
関
市
吉よ

し

母も

で
購

入
し
た
ア
ワ
ビ
や
ア
カ
ウ
ニ
、佐
賀
県
か
ら
購

入
し
た
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
種
苗
放
流
や
ア
ラ
メ

の
母
藻
設
置
で
は
、
三
二
〇
万
円
程
度
の
交

付
金
を
活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

「
潮
さ
い
倶
楽
部
」の
活
動

漁
協
職
員
だ
っ
た
大お

お

空そ
ら

富
士
枝
さ
ん
（
六

三
歳
）
に
も
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
大
空
さ

ん
は
令
和
三
年
四
月
か
ら「
潮
さ
い
倶
楽
部
」

（
平
成
一
〇
年
に
漁
協
女
性
部
か
ら
改
称
）
の
部
長

を
務
め
、
い
ま
六
人
の
新
聞
係
で
蓋
井
島
の

広
報
紙
「
潮
さ
い
」
を
隔
月
で
刊
行
し
て
い

る
。
同
倶
楽
部
に
は
一
四
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

所
属
。
新
聞
係
の
ほ
か
浜
掃
除
を
先
導
す
る

環
境
係
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
運
営
や
小
型

消
防
ポ
ン
プ
の
練
習
、
高
齢
者
の
避
難
を
促

す
防
災
係
な
ど
、
島
全
体
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
る
。

「
漁
協
の
お
も
な
業
務
は
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
加

工
事
業
で
、瓶
に
詰
め
て
出
荷
し
て
い
る
。令

和
五
年
は
ウ
ニ
が
例
年
の
半
分
ほ
ど
し
か
採

れ
ず
、注
文
に
生
産
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
」

二
月
か
ら
四
月
は
芽
ヒ
ジ
キ
を
製
品
化
す

る
。
共
同
で
採
っ
た
も
の
を
均
等
に
分
け
て

天
日
で
干
し
、
釜
で
炊
い
て
干
し
て
ご
み
取

り
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
。
蓋
井
島
の
芽
ヒ

ジ
キ
は
柔
ら
か
さ
が
特
徴
で
、
個
人
や
島
内

の
商
店
「
み
な
と
屋
」
で
販
売
し
て
い
る
。

「潮さい倶楽部」が隔月で発行する広報紙「潮さい」。
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る
「
青
雲
寮
」
が
あ
り
、
蓋
井
島
の
中
高
生

は
そ
こ
か
ら
本
土
の
学
校
に
通
学
し
て
い
た

が
、
利
用
す
る
生
徒
が
い
な
く
な
っ
て
平
成

二
四
年
三
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
再

開
の
要
望
も
あ
っ
た
が
、
施
設
が
老
朽
化
し
、

人
材
確
保
や
運
営
コ
ス
ト
の
面
か
ら
も
見
送

ら
れ
、解
体
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。な

か
に
は
、
大
規
模
校
で
競
争
さ
せ
た
い
と
い

う
保
護
者
の
意
向
か
ら
、
寄
宿
舎
の
あ
る
学

校
な
ど
に
進
学
す
る
生
徒
も
い
る
が
、
蓋
井

小
中
学
校
の
開
設
に
は
小
中
、
中
高
一
貫
校

教
育
の
潮
流
も
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。
先
述

の
西
自
治
会
長
に
よ
る
と
、
青
雲
寮
が
休
止

し
て
い
る
間
、
島
の
中
高
生
は
母
親
と
本
土

側
で
暮
ら
し
、
島
に
父
親
の
み
残
る
世
帯
も

あ
っ
た
。
ご
自
身
の
子
ど
も
三
人
も
、
高
校

と
大
学
の
数
年
間
、
母
親
と
市
内
の
ア
パ
ー

ト
で
生
活
し
て
い
た
と
い
う
。

「
五
〇
年
ほ
ど
前
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃
は

同
級
生
が
二
〇
人
以
上
お
り
、
青
雲
寮
は
一

〇
人
以
上
が
入
寮
、
図
書
室
や
保
健
室
も
使

っ
て
満
杯
だ
っ
た
」

小
中
学
校
は
校
長
を
は
じ
め
、
授
業
も
受

け
持
つ
教
頭
、
教
諭
は
小
学
校
二
名
、
中
学

校
三
名
、
養
護
一
名
、
給
食
調
理
員
の
計
九

名
で
運
営
さ
れ
る
。
教
科
担
任
が
不
足
し
て

い
る
の
で
、
中
に
は
複
数
教
科
を
受
け
持
つ

教
諭
も
い
る
。
ま
た
、
英
語
や
道
徳
の
リ
モ

ー
ト
授
業
や
、
不
足
し
て
い
る
教
科
担
任
を

本
土
の
学
校
か
ら
招
く
、
週
に
一
度
は
吉
見

中
学
校
の
生
徒
と
交
流
す
る
な
ど
、
教
育
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
、
と
藤

井
校
長
は
語
る
。

「
島
の
方
々
は
子
ど
も
を
近
い
距
離
で
大
事

に
育
て
て
く
れ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
だ
と
免

疫
が
つ
か
な
い
。
鍛
え
る
部
分
と
手
厚
く
す

る
部
分
を
と
も
に
大
事
に
し
、
本
土
側
の
学

校
と
交
流
も
す
る
。
市
内
の
小
学
生
が
島
ま

で
遊
び
に
来
る
こ
と
も
あ
る
」

冬
場
の
定
期
船
の
就
航
率
や
運
航
時
刻
を

考
え
て
も
、
蓋
井
島
で
「
離
島
通
学
」
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
難
し
い
。
一
方
、
小
中
合

同
で
ト
マ
ト
や
ナ
ス
、
オ
ク
ラ
、
タ
マ
ネ
ギ
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
を
育
て
て
収
穫
し
、

小
中
一
貫
教
育
校
が
新
設

令
和
五
年
四
月
、
既
存
の
蓋
井
小
学
校
に

蓋
井
中
学
校
を
新
設
し
、
施
設
一
体
型
の
小

中
一
貫
教
育
校
で
あ
る
蓋
井
小
中
学
校
が
開

校
し
た
。
小
学
校
は
一
年
生
一
人
、
三
年
生

二
人
、
五
年
生
一
人
で
、
三
・
五
年
が
複
式

学
級
、
中
学
校
は
一
年
生
一
人
で
、
全
校
生

徒
は
計
五
人
。
先
述
の
武
範
さ
ん
の
息
子
兄

弟
を
含
む
二
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て

い
る
。

当
校
の
藤
井 

潔
校
長（
五
〇
歳
）は
同
四
年

度
に
小
学
校
の
校
長
と
し
て
赴
任
、
五
年
度

か
ら
新
設
中
学
校
の
校
長
と
な
り
小
学
校
校

長
も
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
藤
井
校
長

は
パ
リ
の
日
本
人
学
校
に
勤
務
し
た
経
験
も

持
つ
。

「
島
だ
と
必
要
な
物
が
す
ぐ
に
入
手
で
き
な

い
こ
と
も
あ
る
が
、
パ
リ
も
同
じ
よ
う
な
環

境
だ
っ
た
。
あ
る
物
で
工
夫
す
る
点
が
共
通

し
て
い
る
」

以
前
は
、
吉
見
港
の
そ
ば
に
市
が
運
営
す



118

島
の
人
に
買
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
独
特
の
総

合
学
習
も
実
施
し
て
い
る
。

オ
イ
ル
用
の
エ
ミ
ュ
ー
飼
育

蓋
井
島
で
は
平
成
一
四
年
よ
り
、
皮
下
脂

肪
か
ら
オ
イ
ル
を
精
製
し
て
販
売
す
る
た
め

に
エ
ミ
ュ
ー
を
飼
育
し
て
い
る
。
エ
ミ
ュ
ー

は
ダ
チ
ョ
ウ
に
似
た
鳥
類
で
、
成
鳥
は
二
メ

ー
ト
ル
近
い
大
き
さ
に
な
る
。

前
蓋
井
島
自
治
会
長
で
あ
り
、
蓋
井
島
地

域
お
こ
し
エ
ミ
ュ
ー
飼
育
部
会
長
で
あ
る
中

村 

求も
と
む

さ
ん
（
七
一
歳
）
に
よ
る
と
、近
親
交
配

を
防
ぐ
た
め
、
か
つ
て
は
網
走
の
エ
ミ
ュ
ー

農
家
と
卵
を
交
換
し
て
お
り
、
最
盛
期
に
は

二
〇
〇
～
三
〇
〇
頭
を
飼
育
し
て
い
た
。
現

在
は
二
一
頭
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
増
や
す

予
定
は
な
い
と
い
う
。

「
餌
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
主
だ
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
の
影
響
で
倍
の
値
段
に
な
っ
て
い

る
。
餌
や
り
は
週
一
、
二
回
で
済
み
、
寒
暖

の
変
化
に
も
強
い
た
め
、
つ
ね
に
屋
外
に
出

し
て
お
け
る
」

中
村
さ
ん
や
漁
協
職
員
な
ど
五
人
で
飼
育

を
始
め
た
が
、
現
在
は
三
人
に
。
中
村
さ
ん

の
息
子
な
ど
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
製
油
作

業
を
し
て
い
る
。
エ
ミ
ュ
ー
オ
イ
ル
は
現
在

口
コ
ミ
で
販
売
。
注
文
は
来
て
い
る
も
の
の
、

商
品
の
在
庫
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
。

ま
た
、
六
、
七
年
前
か
ら
ツ
バ
キ
油
の
製

品
化
に
向
け
た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

搾
油
機
の
導
入
な
ど
は
山
口
県
か
ら
の
補
助

金
を
活
用
し
た
。

専
業
漁
師
で
あ
る
中
村
さ
ん
は
、近
年
、ア

ラ
メ
や
カ
ジ
メ
が
台
風
で
流
さ
れ
、
高
級
品

の
赤
ウ
ニ
が
採
れ
な
く
な
り
、
南
方
系
の
ア

ラ
（
ク
エ
）
が
増
え
た
と
、海
洋
環
境
の
変
化

に
つ
い
て
も
語
る
。

島
唯
一
の
商
店「
み
な
と
屋
」

松
本
武
範
さ
ん
の
父
・
明
さ
ん
（
七
七
歳
）

は
二
二
年
前
か
ら
港
近
く
で
商
店
「
み
な
と

屋
」
を
経
営
し
て
い
る
。
以
前
は
漁
協
が
専

任
者
を
雇
っ
て
経
営
し
て
い
た
が
、
売
り
上

げ
が
芳
し
く
な
く
一
時
閉
店
。
時
を
同
じ
く

し
て
、
漁
協
の
参
事
だ
っ
た
明
さ
ん
は
市
内

の
六
漁
協
合
併
に
合
わ
せ
て
退
職
、
店
を
漁

協
か
ら
賃
貸
で
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

「
み
な
と
屋
」
は
自
身
の
屋
号
か
ら
命
名
、朝

平成14年からエミューを飼育する中村 求さん。
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内
の
民
間
病
院
に
よ
る
週
一
、
二
回
の
巡
回

診
療
も
開
始
さ
れ
、
処
方
薬
も
受
診
の
翌
日

に
は
定
期
船
で
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
島
々

を
取
り
巻
く
現
状
が
刻
々
と
変
わ
り
ゆ
く
中

で
、
蓋
井
島
の
取
り
組
み
は
一
つ
の
先
行
例

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

 

（
奥
村
・
三
木
）

六
時
か
ら
午
後
五
時
半
ま
で
正
月
の
二
日
間

を
除
き
年
中
無
休
で
営
業
し
て
い
る
。「〈
夜

の
灯
台
、昼
の
み
な
と
屋
〉
と
呼
ば
れ
る
く
ら

い
島
に
根
づ
い
て
い
る
」
と
明
さ
ん
は
話
す
。

商
品
の
仕
入
れ
は
「
潮
さ
い
倶
楽
部
」
前

部
長
で
も
あ
る
妻
の
眞
由
美
さ
ん
（
七
〇
歳
）

が
担
当
。
生
も
の
は
火
曜
と
金
曜
、
小
倉
か

ら
鮮
魚
運
搬
船
で
仕
入
れ
、
雑
貨
な
ど
日
持

ち
す
る
日
用
品
は
漁
船
で
入
荷
す
る
。
注
文

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
商
品
の
七
割
は
山
口
県

漁
協
本
店
購
買
部
か
ら
仕
入
れ
、
船
ま
で
の

積
み
込
み
は
業
者
に
依
頼
す
る
。

明
さ
ん
は
プ
ロ
パ
ン
（
高
圧
ガ
ス
）
や
毒
物
、

危
険
物
の
取
扱
資
格
、
酒
販
免
許
を
所
持
し

て
お
り
、
島
で
の
売
買
を
一
手
に
担
っ
て
い

る
。
車
と
船
外
機
で
使
う
ガ
ソ
リ
ン
と
冬
期

に
利
用
す
る
灯
油
も
販
売
し
て
お
り
、
毎
月

二
回
二
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
ド
ラ
ム
缶
を
二
本
、

計
八
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
を
定
期
船
で
搬
入
し
て

い
る
。

蓋
井
島
で
は
六
年
に
一
度
、
三
日
間
か
け

て
山
神
に
奉
仕
す
る
国
選
択
無
形
民
俗
文
化

財「
山
ノ
神
神
事
」が
執
り
行
な
わ
れ
る
（
詳

細
は
本
誌
二
三
三
号
、
二
三
四
号
参
照
）。
松
本
家

も
四
軒
あ
る
山
神
を
奉
る
当
元
家（
神
事
の
世

話
を
す
る
家
）
の
一
軒
だ
が
、
令
和
六
年
の
神

事
は
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
予
定
だ
と
い
う
。

「
松
本
家
が
当
元
と
な
る〈
二
の
山
〉は
、他

の
山
に
比
べ
て
人
手
が
少
な
い
。
開
催
を
三

日
か
ら
一
日
に
す
る
、
ツ
ク
リ
モ
ノ
（
飾
り

物
）
を
な
く
す
、
一
の
山
に
他
の
三
軒
が
合

流
す
る
な
ど
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
で
す
」

●

か
つ
て
は
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
シ
ュ
で
賑
わ
い
、

平
成
一
〇
年
に
は
小
学
生
だ
け
で
二
三
人
を

数
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
人
口
減
少
や
環

境
変
化
に
よ
り
主
産
業
や
神
事
が
縮
小
傾
向

に
あ
る
蓋
井
島
。
一
方
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
効

率
的
に
情
報
を
共
有
し
て
漁
業
者
の
収
益
向

上
な
ど
に
役
立
て
る
、
新
設
さ
れ
た
小
中
一

貫
教
育
校
で
他
校
と
リ
モ
ー
ト
授
業
を
行
な

う
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
試
み
も
は
じ

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
四
年
か
ら
は
市

「みなと屋」では特産品のヒジキも販売。


